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「レジリエント社会の構築に向けて」

表題 レジリエント社会研究センターの取組

特色ある取組
埼玉大学では、理工系と人文社会系を融合した新しい研究拠点として、2014年に
「レジリエント社会研究センター」を設立し、老朽化していく社会インフラの維持・
管理に関する研究、世界的に増加しつつある地震、津波、洪水、土砂災害などに対す
る防災・減災に関する研究、災害からの社会が速やかに回復するために、リスク発生
前後の人間の行動および住民の意識や政策面での改革に関する研究など、真のレジリ
エント社会構築に向けて必要となる様々な分野の研究を行い、その成果を地域や国際
社会に還元していくことを目指している。

• 橋梁の維持管理のためのロード・レーティング手法の開発
• モニタリングによる斜面崩壊の予測と警報システムの開発

• 土石流・泥流災害における流木の衝突・集積現象に関する研究

現在進行中のプロジェクト(抜粋)

防災などに関する知識や情報を広く市民
の方に公開するための社会活動の一環と
して、県や市、国土交通省関東地方整備
局等後援のもと、年に１度一般市民向け
フォーラムを開催している。
上図は令和２年度オープンフォーラムの
ポスター。

期待できる成果・評価など
インフラ構造物を適切に維持管理することで災害時の被害を低減し災害後の復旧を
迅速に行うことが可能となる。当センターで橋梁などの維持管理手法の開発や、点
検・維持管理のための講習会を埼玉メンテナンス研究会と共同で実施し人材育成を
行っている。斜面崩壊に関しては、予測・警報システムの開発し、安心・安全の確保
と人的被害を最小限にすることを目指している。津波対策や河川管理に関しても水害
を減災する手法を開発し、大槌町や白糠町などで採用されている。さらに、常時は広
告板と機能し、災害時には避難情報などを提供するデジタルサイネージの開発を行い
社会実装を進めている。
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